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はじめに
　私達の生活の中には最も身近な金属として「鉄」という素材が
様 な々カタチとして存在しています。そして、その鉄に関する歴史
や文化については、すでに多くの書籍や研究文献が発表されて
います。鉄の発見から加工など、そして炭素の含有率の度合いな
どによっては実に多種類に振り分けられています。イギリスの産業
革命以後の鉄の需要と生産は近代社会の生活を一変させてし
まいました。この鉄を赤く熱してハンマー等で叩いて加工する「鍛
造」についてや、知多半島の大野鍛冶集団や「野鍛冶」を含め

「鉄と鍛造文化」と題してパネルシンポジムを開催する事としま
した。
　また同時に日常的に鍛造加工を仕事としている若いグループ
の人達を中心としたワークショップでの「鍛冶屋の集い」を企画し
ました。
　まずこの企画の起点となるところは、1985年に名古屋造形芸

術短期大学が小牧キャンパスに移設して間もない頃に大学の周
辺の歴史や産業、生活と暮し、民俗、風俗習慣等を調査の主眼
とする「大草研究会」が有志の教員達によって発足したことが出
発点でした。私もそのメンバーの一員としてこの小牧市大草地区
の共同調査にあたり様 な々調査をしましたが、この頃にはまだ「村
の鍛冶屋」が一軒この大草地区に存在していて、いろんな農具
類の修理等をしていたことを記憶しています。この地区での過去
に於いての産業の中には、亜炭や磨き砂の採掘、柿渋の生産な
どがありました。私達はその中でも特に柿渋の生産に注目し柿渋
関連の調査を全国的に行い、1995年には大変特色ある「柿渋
の研究」としての報告書を刊行し注目されました。同時に、この地
域周辺では少し離れた桃花台ニュータウンとその近郊での、古窯
の調査も行いました。この古窯調査に於いては小牧市の教育課
の中嶋氏などの御協力によって桃花台ニュータウン整備に伴う事
前調査を含めた多くの資料を参考にさせて頂き、この地区の古窯
群の中の一つを発掘調査のデータをもとに大学内に「平安古代
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窯」として完全復元窯を再現築窯しました。
　その小牧市の発掘調査の時には窯業の窯跡ではなく、
製鉄の遺跡も発見されています。これが狩山戸遺跡と呼ば
れるものです。また、この近くの春日井市内でも同じ様な西 
山遺跡と呼ばれる製鉄跡が確認されています。この様な地 
理的要素で大学との鉄の関係には不思議な印象を持ちます。

「鍛冶屋の集い  2009」
　名古屋造形大学キャンパス内にて2009年10月11日（日）の
芸術祭の期間中に「鉄と鍛造文化」をテーマにしたパネルシンポ 
ジウムとワークショップの二つの形式で「鍛冶屋の集い」を同時に開
催しました。この企画には名古屋造形大学の学生達も参加し、特
に地球部や陶芸部の諸君が頑張って子供や一般向けのワーク
ショップとして錫による鍛造ストラップ作りに積極的に取組んでくれ
ました。
　この企画については鍛造家の阿部工房の阿部貴彦氏と本学

非常勤講師で金工家の鬼頭正信氏等の力強い協力のもと実施
出来ました事を感謝しています。
　若い鍛造家達が大阪、京都、岐阜、山梨、埼玉、東京、仙台
等、全国から約30名がこの名古屋造形大学に集まり、参加者も
含め約300名近い人数で大変賑やかに、そして開催中には事故
もなく開催する事が出来ました。
　この鍛冶屋の集いは不定期ですが、過去にいろいろな所で行
われてきました。特に2002年に愛知教育大学内で行われた「鍛
冶屋の集い」は今回のワークショップ企画の大きな要因でした。
　この鍛造家達は一般的に洋鍛冶と呼ぶ西洋鍛冶のグループ
で、従来の日本の「刀鍛冶」や「村の鍛冶屋」とは起点が異なるも
のです。彼らは建築と結びついた門扉やフェンス、階段の手摺の
制作、インテリア、エクステリアなどの装飾金物や看板、照明器具、
オブジェ、金属彫刻、クラフト、工芸的な作品等も手掛ける鍛造作
家達です。
　そこで、このグループと共に「鍛造」関連の道具や文化、等を
ワークショップとパネルシンポジウムという形式で開催し、今の彼等
達の社会的立場や状況を確認したい、との理由で開催に至りまし
た。このシンポジウムは私も所属する道具学会や東海民具学会な
どの協力があり、道具や民具等についての事柄、そして、この地
域の「野鍛冶」についての識者や、その専門家の方々はもとより
各方面からも多くの御協力をいただきました。
　彫刻コースアトリエ前の芝生の広場では朝早からコークス炉の
準備や、鍛造家達のオリジナルの火床（プロパンガスを燃料にし
た簡易の炉である。）アンビル（金床）も日頃から使い慣れたのを
持参し、手製の特殊な道具なども用意されている。コークス炉が
勢いよく炎を立てる、その中に鉄の棒を突っ込み真っ赤に熱し、程
よくなったところでハンマーで叩きだす。キーン、キーンとキャンパス
内に金属音が心地よく響く、そのうちに金属音の合奏となって鍛

錫によるストラップ作り
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オリジナルとしての大きめな釘を作り、工房や仕事場の入口に打
ちこんでまた別の工房へ行くといった様な習慣があるそうで、その

「釘」を参加者それぞれのオリジナルの釘として制作して貰いま
した。

造家達の顔や体には汗が浮き上がる。若い女性の鍛造家も数名
参加し、実に楽しそうにハンマーを打ち下ろしている。また、一方で
は馬の蹄鉄作りを専門にしている鍛造家の今井氏が蹄鉄を作り
かけている。全く雲一つない秋空の下、大変リズミカルに馬蹄形
が出来てゆく。埼玉から参加の工房「ローテック」主宰の川合氏
はダマスカス鋼というニッケルと鋼を合わせて鍛造した不思議な
文様が表れる鋼を制作している。一般の参加者達もハンマーを
持って大きく振りかざし熱い鉄を叩いている、皆実に楽しそうだ、い
や理屈抜きに楽しいのである。仙台から参加の女性も生き生きと
楽しんでいる。火を使い炎を見る作業はどことなく興奮してしまう。
これは人間の遠い記憶の何かが呼び覚まされる思いがします。
　今回の鍛冶屋の集いでは各地から参加したデモンストレー
ター達に共通のテーマが課せられました、それは「ジャーニーマ
ンの釘」というものです。これはヨーロッパなどで、いわゆる「流れ
の鍛冶屋」達が各地の鍛冶工房で一定期間の仕事や修行を
して、そこを離れる時に目印として、または看板代わりに自分の

デモンストレーター達の制作による 「ジャーニーマンの釘」

デモンストレーター達との記念写真
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しがありました。それから、なぜ鍛冶屋がいなくなったのか？、につ
いては農業の機械化の進行によっていなくなっていった訳ですが

「私達はモノを考える時に作られたモノを使う」という具合に考え
がちですが実に鉄器道具はその様な事ではいえない事がありま
す。前に述べた明治の頃に鍛冶屋さんが多く増えたのは新しい
ものを作る為ではなく古いものを直すためでもあったのです。鍬や
備中は砂地や堅い土質の所などでは鍬の刃先が擦り減ってしま
うので、鍛冶屋に持ち込んで直してもらい年に 2 回ほど刃先を付
け替える訳です。この様な直しの事を「先掛け」といいます。今か
ら 3 〜 40年前の鍛冶屋さんでは年の暮れから正月、二月の終わ
りまで直す為の鍬や備中等が山ほどあり春の田起しの頃には農
家が取りに来る。そのような生産と生活のサイクルがきちんとあ
った訳です。」など多岐に及ぶ話しをして頂きました。
　山川氏からは東海民具学会を中心に「東海の野鍛冶」の出
版等のいきさつや瀬戸の鍛冶職についての話しをして頂きま
した。
　「東海民具学会は昭和54年に共同研究テーマとして「村の
鍛冶屋」について会員達が様 な々事例を調べました。技術的な
事や系譜、鍛冶屋に伴う信仰等いろいろな事が解ってきました。
　愛知県知多半島の大野地区（大野鍛冶）は鍛冶職の集団拠
点であり、農閑期には黒鍬（道路工事等に従事）、知多漫才、海
女、などの出稼ぎにつく人が多かった。これは尾張八郡の中でも
耕地面積が少なかったといった理由も含まれる訳で、その様な中
に大野鍛冶集団がありました。大野鍛冶には中世以来、武具鍛
冶と野鍛冶があり、近世においては農鍛治と舟鍛冶が存在して
いた。この大野鍛冶は「出鍛冶」であり、一部は定鍛冶として小
物鍛冶中心にした所もある。三河の吉田鍛冶（豊橋市）は鍛冶
町に仕事場を構える「居鍛冶」である。前者は農閑期に地元を

「鉄と鍛造文化シンポジウム」
　今回のシンポジウムは一般の方や学生が対象で「鍛造」とは？
をキーワードにワークショップとパネルシンポジウムの二つを同時に
開催する事とした。特にワークショップでは実際に鍛造加工作業
に参加体験する事を主に今回の企画をしました。
　パネルシンポジウムについては二部構成で、第一部が「鉄と鍛
造文化・野鍛冶」をテーマとした。道具学会理事で日本民具学会
の会長でもある朝岡康二氏と東海民具学会会長の山川一年氏
に、それぞれの専門分野からの考察と意見をお願いした。鍛造
文化や地域の鍛冶屋について意義深い講演内容となりました。
　まず朝岡氏からは「鍛造といってもいろいろと種類があり一般
的には、刃物、錠前、釘、道具農具など、また、機械や自動車など
は機械鍛造として作られていて実に幅広い。
　明治以後、日本の鍛冶屋が大変増えた時代があります。生活
の中で最も重要なのが刃物や農具、取り分け農具は大変に重要
な道具です。明治時代に鍛冶屋さんが増えたのは農具の修理
が必用でした。
　自身の研究は主として鍛冶屋（野鍛冶）の研究で、現代から中
世までの鍛冶屋の研究をしていますが、まず今日はここ10〜20年
くらいに取材した海外の鍛冶屋、特に東南アジアや中国、韓国等
の鍛冶屋の紹介も含め映像とともに話しを進めていきます。インド
ネシア、ジャワ島の鍛冶屋、中国、ネパール等、日本と比較してフイ
ゴの形の違いや火床の形式の違い、山刀、鍬、鎌など、やはりそ
れぞれの国でも農具の需要と鍛冶屋の需要は多くある、中国の
奥地等では木の舟の為にまだ川船用の舟釘を作っている鍛冶
屋もある。日本ではほとんどなくなってしまい最近では伊勢の遷宮
の時に使用した釘は新潟三条の鍛冶屋が作っている、などの話

山川一年氏より「東海の野鍛冶」の紹介シンポジウム会場風景
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離れて親方を中心に 3 〜 4 人ほどの集団で尾張、美濃、三河な
ど各方面の農村を巡り、鍬や備中などを中心に農具の鍛冶修理
を行うのです。この春日井、小牧、尾張旭などにも大野鍛冶の集
団が出掛けて来ました。
　一番腕の良いのは名古屋と犬山を結ぶ旧名犬国道沿いに、
二番手は春日井、瀬戸、尾張旭地区に、三番手は三河方面とい
う具合でした。そのうちに農閑期だけではどうも具合が悪いので、
鍛冶の仕事場を提供するのでこの村に居着いてくれないか、と
いった事により、それぞれの村に大野鍛冶出身の鍛冶屋が定着
する事となった。昭和16年の調査では230軒の農家に対し一軒
の鍛冶屋さんがいて春日井、小牧、尾張旭には多くの鍛冶職があ
り、その六割が大野鍛治出身の鍛冶屋さんで地元が二割、不明
が二割で春日井には大変多くいました。特に春日井の出川地区
には多くの定鍛冶が居ました。」
　山川氏の専門は陶磁器関係の民俗や民具などで、特に瀬戸
方面での鍛冶仕事についての話しでは、焼き物生産の道具関係
として、ツルハシ、アヒル、トビ、バチ、ヨキ、カギ棒、ハサミ、十能など
の道具造り鍛冶についての話と戦前には石炭窯の煙突のヤグラ
にも鍛冶職が活躍した事など、また、大八車の車輪や車軸などを
加工する車鍛冶、カナ靴屋と呼んだ馬の蹄鉄の鍛冶屋もいた話
など、また、ハサミは津島の鍛冶屋で造ってもらっていた事など、そ
れぞれに地域の産業に合った鍛冶屋が存在していた訳であり、
需要が無くなればそれも自然と居なくなっていってしまいます。
　また、鍛冶屋の信仰に於いては毎年旧暦11月8日のフイゴ祭
りには鍛冶場をきれいに片付け掃除をした後、フイゴの上にボタ
餅やみかんを供えて祀り皆で祝う習慣があり、金山神社、南宮大
社、猿投神社などは鍛冶屋との関係が深くあることなどを各資料
を参考に報告をして頂きました。

「鉄と現代彫刻」
　第二部は彫刻研究室の企画主催なので「鉄と現代彫刻」と題
して、彫刻家で名古屋造形大学前学長の石黒鏘二氏、やはり彫
刻家で武蔵野美術大学の小井土満氏に鉄の作品や作家につ
いての解説と講演をお願いしました。小井土氏と朝岡氏とは以前
にネパールへ一緒に鋳造技術や民俗などの調査に同行取材し
た事ですでに面識があり和やかな雰囲気での紹介でした。
　先に石黒氏から過去の鉄を使用した作品群の紹介。そして、
鉄という素材に出会ったいきさつ等をプロジェクターからの作品写
真を通してお話をして頂きました。これらの作品は大学内で2009
年 4 月に新しく完成したD2、3のギャラリーで発表された作品もあ
りました。石黒氏からは「創作活動に於いて今日、「汗をかくこと」
の意味や重要性が失われているのではないか？そして様 な々素
材を体験する機会が少なくなってきている、それと同時に手の感
覚、観察し、見る事、それらを含めて考える事、等が「汗をかくこと」
にすべて集約されているのではないか」との重要な話しでした。
　鉄の彫刻を最初に制作したのはスペインのフリオ・ゴンザレスと
いわれています。この他スペインには建築家のアントニオ・ガウ
ディ、パブロ・ピカソそれにエドワルド・チリーダなど鉄を素材に彫刻
やオブジェを制作している作家が多い国です。後半ではチリーダ
の作品群を中心に、写真と解説を含めた講演でした。
　パネルシンポジウムの最後は武蔵野美術大学の小井土氏によ
る「金属素材による表現技法」といった内容で、各種の金属と技
法についてなどをレジメをもとに映像を通し各種作品の解説をし
て頂きました。
　小井土氏からは「鉄による造形性を支える技術的側面」といっ
たテーマを中心に、前半はこの内容で話を進み、環境彫刻として

石黒鏘二氏の作品



「鉄と鍛造文化」シンポジウム及び「鍛冶屋の集い」の報告

31

各地に設置されている野外彫刻作品の紹介、特に金属素材で
の作品の紹介がありました。後半は自作品を中心に解説して頂
き、更に武蔵美術大学内鍛造工房での鍛造制作過程を含め今
回のシンポジウムの為にまとめた内容を紹介して頂きました。
　「まず、薄板の材料を使って加工するのは鍛金といった範疇に
属すると思われ、素材には銅板、アルミ板、真鍮板、ステンレス板
等があります。それに対して、ある程度の厚みにある金属を熱間
加工するのを鍛造と呼べるのではないか、この熱間加工に対して
冷間鍛造といった方法もある。つまり熱く熱していない鉄のかたま
りをひたすら叩いて加工するものである。鉄を加工する作業には
ギョウ鉄、鋳造、溶接、カウジング吹管等がある、このギョウ鉄は厚
めの鉄板の外側をガスバーナーで熱し、同時に反対側を水で冷
やして曲げ加工をしてゆくものである。
　カウジング吹管は鉄の酸化膜を吹き飛ばす高圧溶断の種類で
ある。
　自分が鉄に係る事になったのは周囲に鉄を素材作品として制
作をしていた土谷武氏と若林奮氏がいたからであり、その影響を
受けたからだと思います。最後に自作品については、初期の頃の

「窓枠シリーズ」などでは、鉄をまず叩く事から逆にイメージを作っ
てゆく事から始めました。」
　その他、「コールテン鋼による屋外作品では錆に対する日本人
の潜在的美意識と感性をくすぐる様な作品にアプローチした。さ
らに「風」をイメージした作品や、ネパールを旅した時の「山」のイ
メージ等、鍛造という技法でステンレスを素材に展開を試みてい
る。」との多少専門的な話でした。

おわりに
　このシンポジュウム第一部の終りに私から少し質問を致しまし
た。それは、全国各地の市町村にある郷土資料館や民俗資料
館が、今日の平成の市町村大合併等により、管理、運営上などの
問題を含め危機的な状況になっている事に対して、どのような対
策が必用なのかといった内容です。朝岡氏からは「私達が若い
頃は、民俗資料館や郷土資料館歴史民俗資料館などが各地に
出来、民具や道具等が展示保管されました。そんな中、今日では、
その管理を行政がもてあます様になってきています。例えば、藁と
か木とか網など長持ちしないものがあり、合併を機に整理をしよう
といった空気になってきています。
　考古学などでは記録保存として残せばよく、実際の物はなくて
もよい、という一部の傾向が見られます。また、歴史民俗資料館は
全国どこでも同じ物があって面白くない、といった声もあります。し
かし、近代や前近代の産物として生活全体を見通せる要素があ
るのは日本独自で貴重な事なのです。一部、北欧やヨーロッパに
はありますが、中国等では貴重なものは残っていません。それでは
どうするかということですが、現実としては各個人個人の理解と
保存維持に向けてボランティアにたよらざるを得ません。」との話し
でした。全国的に苦しい状況に追い込まれている民俗資料館や
民具は現在の大きな課題でもあります。
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